
7 令和４年11月25日 6令和４年11月25日

　

当
市
が
構
造
改
革
特
別
区
域
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
リ
ン

ゴ
・
ブ
ド
ウ
を
原
料
と
し
た
果
実
酒
を
製
造

す
る
場
合
の
酒
税
法
の
最
低
製
造
量
基
準

(

年
間
６
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル)

が
２
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
認
定
日
…
令
和
４
年
10
月
４
日

■
特
区
の
名
称
…
き
た
か
み
シ
ー
ド
ル
・
ワ

イ
ン
特
区

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
を
支
援
し
ま
す

電
力･

ガ
ス･

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

中
小
企
業
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金

果
実
酒
を
作
る
た
め
の
基
準
が
軽
減
さ
れ
ま
す

｢

き
た
か
み
シ
ー
ド
ル･

ワ
イ
ン
特
区｣

計
画
が
認
定

【
電
気
料
金
高
騰
対
策
補
助
金
】

■
対
象
…
令
和
３
年
４
月
～
４
年
３
月
の
電

気
使
用
量
が
10
万
ｋ
Ｗ
ｈ
以
上(

病
院･

診

療
所
、
児
童･

介
護･
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
特
定
事
業
所
は
３
万
ｋ
Ｗ
ｈ
以
上)

で
あ
る
中
小
企
業(

農
林
漁
業
、
み
な
し
大

企
業
を
除
く
）。
か
つ
直
近
６
カ
月
間
の
営
業

利
益
率
ま
た
は
売
上
総
利
益
が
１
％
以
上
減

少
し
て
い
る
者(

特
定
事
業
所
は
要
件
対
象

外
）

■
補
助
金
額
…
令
和
４
年
４
月
～
５
年
２
月

の
最
大
６
カ
月
分
の
電
気
使
用
量
に
対
し
、

１
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
３
円(

使
用
量
に
応
じ
て

15
万
円
～
90
万
円
が
上
限
）

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
補
助
金
】

■
対
象
…
令
和
４
年
４
月
～
５
年
２
月
の
事

業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー(

電
気
、
重
油
、
灯
油
、
軽

油
、
ガ
ス
、
そ
の
他
の
燃
料)

の
料
金
が
昨

年
度
同
月
比
で
５
万
円
以
上
上
昇
し
て
い
る

中
小
企
業(

農
林
漁
業
、
み
な
し
大
企
業
を

除
く
）

■
補
助
金
額
…
令
和
４
年
４
月
～
５
年
２
月

の
最
大
６
カ
月
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
の
上

昇
額
が
５
万
円
以
上
の
場
合
は
５
万
円
、
10

万
円
以
上
の
場
合
は
10
万
円

共
通
事
項

■
提
出
書
類
…
申
請
書
、
計
算
書
、
請
求
書
、

領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
、
法
人
登
記
履
歴

事
項
全
部
証
明
書
ま
た
は
身
分
証
明
書
、
直

近
の
受
け
付
け
済
み
の
確
定
申
告
書
と
法
人

概
況
説
明
書
、
青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
な
ど

※
申
請
書
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
…
12
月
１
日
㈭
～
２
月
28
日
㈫

(

必
着)

に
必
要
書
類
を
郵
送(

〒
０
２
４-

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要)

で
商
業
観
光
課

へ注
意
事
項

・
２
つ
の
補
助
金
は
併
せ
て
受
け
取
れ
ま
せ

ん
。

・
住
宅
用
や
、
賃
借
人
な
ど
申
請
人
以
外
の
第

三
者
が
負
担
し
て
い
る
料
金
は
対
象
外
で
す
。

・
令
和
４
年
４
月
～
５
年
２
月
中
に
支
払
い

が
完
了
し
て
い
る
料
金
が
対
象
で
す
。

・
不
足
の
書
類
が
あ
る
場
合
は
受
領
せ
ず
返

送
し
ま
す
。

申
請
相
談
窓
口
の
開
設

　

土･

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

９
時
～
12
時
、
13
時
～
17
時
に
同
課
へ

■
問
い
合
わ
せ
…
商
業
観
光
課
☎
72-
８
２

４
０

■
特
区
の
範
囲
…
市
全
域

■
問
い
合
わ
せ
…(

酒
税
法
関
係
免
許
に
関

す
る
こ
と)

盛
岡
税
務
署
☎
０
１
９-

６
２
２

-

６
１
４
１(

特
区
に
関
す
る
こ
と)

産
業
雇

用
支
援
課
☎
72-

８
２
３
６

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人(

別
居
の
子
な
ど)

の

税
法
上
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は

対
象
外
で
す
。

■
給
付
額
…
１
世
帯
当
た
り
５
万
円

■
申
請
方
法
…
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
①
の
該

当
者
は
11
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
た
確
認
書
を

地
域
福
祉
課
に
返
送
②
の
該
当
者
は
申
請
書

を
直
接
同
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
の
窓
口
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。
支
給

要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
…
地
域
福
祉
課
☎
72-

８
２

１
３

　

国
の
経
済
対
策
に
よ
り
、
電
力･

ガ
ス･

食

料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏

ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
し
、
緊
急
支
援
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
４
年
９
月
30
日
現
在
で
、
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
の

住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯(

生

活
保
護
世
帯
も
含
む
）
②
予
期
せ
ず
令
和
４

年
１
月
～
12
月
の
家
計
が
急
変
し
、
世
帯
全

員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
年
間
の
収
入
が
①
に
相

当
す
る
額
以
下
と
な
る
世
帯

※
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
全
員
が
、
住
民
税

電気料金高騰
対策補助金

エネルギー価格
高騰対策補助金
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市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
て
、
家
屋
以
外

の
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
所
得
税
、
法
人
税
の
申
告
と
は
別
に
固

定
資
産
税(

償
却
資
産)

の
申
告
が
必
要
で

す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
☎
72-

８
２
１
２

■償却資産の例

業　種 主な償却資産

賃貸アパートの経営 舗装路面、フェンス、植栽、エアコン、太陽光発電設備など

貸駐車場の経営 舗装路面、フェンス、車止めなど

飲食業 看板、厨房機器、接客用家具など

理容･美容業 看板、サインポール、理美容機器など

製造業 プレス機、金型、溶接機、発電機など

農　業 乾燥機、もみすり機、ビニールハウスなど

太陽光発電事業 架台、電力量計、設置に要した工事費など

個
人･

法
人
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の
申
告

対
象
と
な
る
資
産

対
象
と
な
る
資
産

　

申
告
が
必
要
な
の
は
、
令
和
５
年
１
月
１

日
現
在
、
市
内
で
事
業
を
行
い
、
対
象
と
な

る
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
で
す
。

　

市
内
で
工
場
、
賃
貸
業
、
農
業
、
飲
食
店
、

商
店
、
太
陽
光
発
電
事
業
な
ど
を
営
み
、
事

業
用
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人･

法

人
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
告
書
が
届

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
人

本
人
確
認
の
実
施

本
人
確
認
の
実
施

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

飯
豊
、
黒
沢
尻
東
地
区

の
都
市
計
画
変
更

　

北
上
北
部
産
業
業
務
団
地
と
黒
沢
尻
一
丁

目
の
都
市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会
と
変
更
案
の
図

書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
】

■
と
き
…
12
月
５
日
㈪
18
時
～
19
時

■
と
こ
ろ
…
江
釣
子
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
３

階
会
議
室

【
図
書
の
縦
覧
】

■
と
き
…
12
月
７
日
㈬
～
21
日
㈬
９
時
～
17

時(

土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ
…
都
市
計
画
課(

江
釣
子
庁
舎
２

階
）

※
都
市
計
画
変
更
の
内
容
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
意
見
の
提
出
】

■
提
出
方
法
…
12
月

21
日
㈬
ま
で
に
任
意

様
式
で
郵
送
（
〒
０
２

４-

８
５
０
２
住
所
記

載
不
要)

ま
た
は
直
接

同
課
へ

■
問
い
合
わ
せ
…
都

市
計
画
課
☎
72-

８
２

７
６

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

現
況
に
よ
り
課
税
さ
れ
る
た
め
、
年
内
に
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
翌
年
度
か
ら

取
り
壊
し
た
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
職
員
が
現
地
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た(

一
部
取

り
壊
し
を
含
む)

場
合
は
、
12
月
９
日
㈮
ま

で
に
同
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
い
た
場
合
に
は
、
取
壊
証
明
書
な
ど
取
り

壊
し
日
を
確
認
で
き
る
書
類
の
提
示
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
ご
連
絡
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
ご
連
絡
を

　

申
告
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
５
年
１

月
１
日
現
在
、
事
業
に
使
用
で
き
る
状
態
に

あ
る
構
築
物
や
設
備
、
機
械
、
備
品
な
ど
の

資
産
で
す
。

※
次
の
よ
う
な
資
産
も
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
償
却
済
資
産(

耐
用
年

数
が
経
過
し
た
も
の)

●
建
設
仮
勘
定
で
経
理

さ
れ
て
い
る
資
産
と
簿
外

資
産

●
遊
休
資
産(

稼
働
を
休

止
し
て
い
る
が
、
い
つ
で

も
稼
働
で
き
る
状
態
に
あ

る
も
の)

●
未
稼
働
資
産(

す
で
に

完
成
し
て
い
る
が
、
ま
だ

稼
働
し
て
い
な
い
も
の)

　

申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
、
申
告
書
に
記

載
さ
れ
た
申
請
者
本
人
ま
た
は
代
理
人
本
人

か
ど
う
か
を
、
身
分
証
明
書
な
ど
に
よ
り
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
申
告
書
に
同
封
す
る
手
引
き
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
発
送
…
12
月
２
日
㈮(

予
定)

■
申
告
期
限
…
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

い
た
ら
、
償
却
資
産
の
有
無
や
増
減
に
関
わ

ら
ず
、
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
が
届
か
な
い
人
や
、
新
た
に
事
業

を
開
始
し
償
却
資
産
を
所
有
し
た
場
合
は
同

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ブレイク
 北上市長
No.128

人
じ ん ぶ ん ち

文知

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間
隔

が
３
カ
月
に
短
縮

　

12
歳
以
上
で
初
回
接
種(

１
・
２
回
目
）
を

終
え
、
か
つ
最
後
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
終
え
た
日
か
ら
３
カ
月
以
上
経
過
し
て
い

る
人
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
順
次
接
種
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
右
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
イ
ト)

ま
た
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー(

☎
０
１
２
０-

１
０
７-

９
３
５)

か
ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間
隔

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
同
時
に
接
種
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間
隔

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
そ
の
他
の
ワ
ク
チ

ン
は
同
時
に
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
互
い
に
、
片

方
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
か
ら
２
週
間
後
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
…
健
康
づ
く
り
課
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト･

チ
ー
ム
☎
72-

８
３
４
０

接
種
間
隔
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

　第57回全国史跡整備市町村協議会大会が平泉町で

開催された。人文知はその記念講演のテーマであり、

大変示唆に富んだ内容だった。講師は平泉文化遺産

センター名誉館長で元文化庁長官の近藤誠一氏であ

る。導入部分で氏は次のように述べている。

　｢繁栄をほしいままにしてきた人類は、今、三つの

深刻な問題に直面している。それは、異常気象、新型

コロナウイルス、ロシアのウクライナ軍事侵攻であ

る。この三つに共通することは、全て人間の行為が原

因であること。それなのに人間が自分で解決できない

問題であることだ。なぜか？これらが個々に孤立した

問題ではなく、他の多くの問題とその根底において複

雑に絡み合っているからだ。つまり、これらの問題

は、人間が作り出した大問題の氷山の一角に過ぎな

い。従って、解決するには氷山全体を見る必要がある

が、そのためには人類が蓄積してきた英知を総動員す

る必要がある。これが人文知である｣と氏は言う。そ

して、｢史跡にはそれらの断片が埋め込まれており、

私たちはそこから先人たちが苦労の末成し遂げた人文

知を学ばなければならない｣と強調する。

　さらに、｢史跡が教えてくれる人文知の一つに理念

と現実の齟
そ ご

齬がある｣と言う。過去の多くの争いごと

に見られるように、正義は絶対的なものではなく、多

様性を無視した正義の追求、一方的なジャッジは人類

文明を危機に直面させていると言うのだ。

　翻って、国内を見ても、私たちこそが正義だと言わ

んばかりの振る舞い、さらにそれはコロナ禍で勢を増

しているようにも見える。「考えてみろ、正義のみを

求めれば、人間だれ一人救いにはあずかれまい｣。こ

れはシェークスピア著ベニスの商人より、ポーシャの

言葉として紹介されたものだが、近視眼的に物事を捉

えるのではなく、少し引いて見ることの大切さや、総

合的に考えることの大切さを教えてくれている。人文

知を得ることの大切さ、文化･外交研究所の代表も務

める近藤氏の講演に深く感銘した次第である。
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を
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始

　

市
と
北
上
済
生
会
病
院
は
11
月
15
日
か

ら
、
東
北
地
方
で
初
め
て
、
医
療
機
器
な
ど

を
搭
載
し
た
車
両
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和

５
年
２
月
ま
で
診
療
所
の
な
い
地
区
を
対
象

に
、
移
動
診
療
車
が
患
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、

車
内
で
遠
隔
地
に
い
る
医
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
…
二
子
、
更
木
、
黒
岩
、
口
内
、
稲

瀬
、
和
賀
、
岩
崎
、
藤
根
地
区
在
住
で
、
慢

性
疾
患
の
治
療
で
同
病
院
に
通
院
中
の
人

※
医
師
か
ら
診
療
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
治
療
に
同
意
が
必
要
で
す
。

■
診
療
日
…
火

～
木
曜
日(

祝

日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

…
健
康
づ
く
り

課
☎
72-

８
３

１
５


